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幼児の空聞に関する基礎的研究
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1.研究の意銭及び目的
現在，大量lζ生産されている公営，公団アペー トやプ
レハプ住宅はいうに及ばず，個人住宅においてさえも，
学令IC逮するまでの幼児のための住空間針薗に関しては
何の考慮も払われておらず，その資料も皆無の状態とい
える。幼児の空間lζ関しては、建築の分野では集団の幼
児を対象とした保育所計画に関する資料しかない。児童
心理の分野でも空間を環境として捕えず，対象物として，
水平.A直等の空間を知覚する上での基践的要素1:分析
して繍えた研究日しかなされていない。そ乙で，住宅計
画のための適正な幼児空間の資料を得るためには，住宅
における幼児の生活及び住空lilHζ対する反応と要求の法
則性を把握する必要がある。本研究ではまず実験によっ
て幼児が空間を鍛別出来る能力の生じる時期をみきわめ
次に如何なる空間を弘唱だと感じるかを，空間模型によ
る実験によって求め，空間概念、の発途を解明してみた。
又具体的にR.C.アペートにおける幼児の生活調査を行
い，生活時間型を求め，幼児の生活のすべてともいえる
「遊び」について，その内容を分析，把短し，幼児の生
活と住空間との関係を具体的に往生活から平面構成上へ
はねかえして検討してみたいと思う。
I 幼児の空間概念の発遺
S1.知能の発遣と感覚運動彼能の発達
幼児の空間概念の発達を知る前1:.まず一般的な，身
体的，精神的織能の発達状態を知っておく必要がある。
これらについて児怠学の分野で漢に嫌々な研究がなされ
ている。そ乙で、次Iζ掲げる(1ド(6)までの研究結果を多
考にして、本研究の分析の資料とするために 表ー1(省
略)のように.幼児の知能の発達と感覚逮動織能の発述
を年令別に， 分類，整理してみた。
(1) 知能の起訴とその発達21
(2) 寝具の感覚運動機能による空間知覚の発達段階31
(8) 運動発達の畷序山
(4) 基本習慣の自立の筏準肘
( 1 ) 
(5) 乳幼児の精神発逮の標準としつけ上の注意引
(6) パイランド社会成熟尺度釦
~ 2.幼児の空間認鎗の発途
1.ニ空間のm別
i)空間歳刻実般の緩婆
まず.空間自体の理解と記憶の出来る時期を知るため
に，ニつの空間を与えて，その識別能力を調べてみた。
対象 関西主婦連乳児センターの特に問題のないO才
11ヶ月"'3才0ヶ月の乳幼児を3ヶ月毎に5人の割合で
選択し，計41人iζついて実験した。しかし，欠席が多か
ったり， 2立き出したりした者を途中で除いたので，最終
的1(1主義一21c示す様iと3.S人になった。
表-2被験者内訳
年令ランク|男 | 女 | 計
O才11.，Jj '" 1才5ヶ月I7人台 1 AJ 8人
1才6ヶ月 "'1才11ヶ月 1 0 1 4 1 4 
2才0ヶ月 "'2才5ヶ月 1 4 1 5 1 9 
2才6ヶ月 ...2才11ヶ月 I 7 I 5 I 12 
3才0ヶ月...... I 1 I 1 I 2 
計 I 19人I16人lぉ人
装置 実験場所が固定されないので，運般に容易で，
しかも幼児が中で遊んでも危険を伴わない空間模型を作
る必要があった。そ乙で.30..厚の発泡スチロール板を
主材とし，現場で組立てるプレハブ方式の空間模型を計
回した。空間模型の内留には，幼児に室内の感じを与え
るために彩色した。色の選定{ζ関しては，色による影響
を避けるために，熊彩色のグレーが適当だと恩われたが
冷く，暗い感じを与えるので，比較的影響の少い， 暖色
系統のベージュを選んだ。 E象布方法は水性ピニーJレ塗料
を室内部分だけにスプレーで吹きつけた。写真 (1).(2) 
Iζ示す稼な， 二つの空間模型を乳児センタ一会議室iこ，
-100一 。a 鼠 ~1ヨ
各々の内部の明るさが等しくなる様iζ図-1のように配 方法 二つの空間模型内l乙夫々，器を泣き，一方の
i'i:した。 みに動物玩具を入れ，外見上は全く同様にみえるように
各々をハンカチで被った。 図-1の矢印のj闘に幼児を述
れて歩き，各々の空間内で被いを取って玩具の有無をli(I;
認させた。次rc方向性による記似をなくすためと，時間
的経過をぬるために，空間模型のt;_右が逆になる位置ま
で辿れて行き，玩只のあったブJの:HIHlを~志表示させた。
災日食阿数は1人1口1回とし，;1'5回行った。
i)実験結果
思i人別lζ正解同数を実験回数で除したものを正解本と
し，l[解本8096以上のものを識見IJ能Jりがあるものとして
可とした。その結果から， 6ケ))毎の年令別識別率を求
写 真 (1 ) めると表-3のようになる。 0才11ヶ月""1才5ヶ月の
幼児に関しては，実験困難なので.ftl母さんに実験して
もらったため，幾分誘導が感じられた。そのためとのラ
ン クにおける滞日IJネがt~J くなっている。 1 才 6 ケ刀 ""11
ケ)Jのランクlζ関しては被験省が減ってしまったので，
傾IJ{i;jえめにくt、が， i全尖験回数における正解率jを
主主与にすれば，実際にはもう少し高い正解率と考えられ
る。全体的にみると男女の正解ボは女子8O.0961C対し，
男子74.096であるが，乙の資料だけでは一級lζ，男女の
差を比較a，*ない。以上より，総合的に判断すれば， :g
11 '，]がJ:li~'~出)\とるようになるl時期は 2 才前後であるといえ
写 真 (2 ) る。
2 空間音量別と図形識別
i )図形識別実験の概要
22聞の理解と凶形の理解は密接なI渇述がある。そ乙で
先の被験者r.対して，図形識日IJの実験を行ってみた。
方法 正方形，長方形，三角形，円の4種の図形を幼
児の前に並べその中のーっと同じ図形を示して同じもの
をとらせた。次に正方形とその二倍の大きさの長方形を
示し大小を質問lした。
図-1 空間識別実験配値図 i)実験結果
表-3 ~令見IJ 議別部
I~明人知l 識別者数 全実験回数における正解数
可 |不可 |不明 |計 | 正榊 正解 |誤 |不明| 計|正解率
r 0才11ケ)J "" 1才5ヶ月 4人 4人 0人 8人 50.0 21回 4 12 37回 56.8 
一
1 1才6ヶ月~ 11ヶ月 1 3 。4 25.0 14 3 2 19 73.6 
• 2才0ヶ月~ 5ケ月 7 1 1 9 7.8 32 4 4 40 80.0 
IV 2才6ケ)J "" 11ヶ月 10 1 1 12 83.3 32 3 。35 91.5 
V 3才0ヶ月~ 2 。。2 1∞.096 6 。。 100.05ぢ一
( 2 ) 
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表-4にその結果を示す.乙の結果から同図形選択に
関しては. 1才8ヶ月頃Iζ，その能力が磁立される乙と
がわかる。図形の大小の判例;三関しては2才を過ぎない
と理解出来ていない。しかし，実量産Iζ用いた図形が絹似
形の大小でなかったζとも多少，負の影響になっている
と恩えるので，それらを考怠すれば.図形の大I1、1ー 骨量
的に.Iま 1~2才で理解出来ると思える。該多野完治氏の
型皇室ICt友き型をはめ乙ませる実験引によると.2才半で
図形滋別が出来ると途べられているが，これは，本実験
結果より.かなり遅れている。筒形~別能力と空間滋Jl J
能力の完成する時期の組関関係をみてみると，やはり.
2次元の理解が3次の理解にやや先行している。
表-4図形識別
年令 |大小 |正方形|三角形 | 円 |長方形
。才11ヶ月 × × × × 
一
1才0ヶ月 × × × × 
一
2ケ月 × × × × 
一3ヶ月 × × × × 
一 一
3ヶ月 × × × × 
4ケ月 × 。 × 。
5ケ月 × × × × 
6ケ月 × × × × 
一一
7ケ月 × × × × 
8ケ月 × 。。。
一
8ヶ月 x 。。。
一 一9ケ月 × 。。 。ー
2才0ヶ月 。。。。
一一
0ヶ月 × 。
0ヶ月 。。
0ヶ月 × 。
2才1ヶ月 。。
1ヶ月 。。
一一一
2ケ刃 予L 。
3ケ月 。。
，3.幼児の空間妻求の発達
1.空間要求爽般の領要
。。。。。。。。。。。。。。
× 
一
× 
× 
× 
一
× 
× 
× 
X 
× 。
一。
一。。。。。。。
一。。
空間を理解出来るようになった幼児が知何なる空間を
( 3 ) 
好むかを知るために各種の空間袋型から好きな空間を選
択させる乙とによって幼児の指向する玄関の要素を検討
してみた。
対a匝 先の実験で玄関滋別経カlま2.0才頃完成するζ
とが判明したので，後験者には. 1才8ヶ月以上の幼児
を. 3ヶ月毎tこ5人を1司容として39人選択した。しかし
5回実験出来なかったものを除外すると.Il終的には，
30人になった。
図-2 空間模型見取図
装置 先の実験で用いた空間模型と問機の手法で， 特
徴的と恩われる空間4種(図-2参照)を作成した。{各
空間の天井はない)選択時，配置による影響をなくすた
めに，各空間後霊置の人口を中心IC向けた円形配置が，方向
性を持たずQ適だと考えられたが，実験場所の骨子l約から
不可能だったので，配列組合せの中から可能な範闘で，
特徴的と思えるA..Eまでの5種の配置を選び， それら
について実験した。 図-31ζ各配置図を示す。
方2ま まず幼児に空間を認議させるため，実験毎IC各
空間内を包-3の矢印の織に逮れて歩いた。それから.
EJlJの中心と思える点Pの位慣に速れて行き.好きな室
をiS奴させ，そ乙で遊ばせた。
2.空間要)jtの質的分析
実験結果を表-5rc示す。空間の選択傾向を単純にみ
れlt.ドミ1<"4>の選択率が圧倒的IC高くなっている。
しかし，明るさ，位置の条件が全く同一ではないので，
その膨響を徐討しておく必要がある。
く切るさ>
表-6より1人の幼児が3回以上明るい空間を選んだ
者が56.7%.IJ苦い空間を2回以下選んだ者カ勾3.4%もあ
る。乙れから一般的にある程度明るさに影響されている
と忠われる。
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表-5
図-3配置図
答ナ寸 10・3Iロ・o115. 4 110・215・5110.5 
計 h∞o1∞・o1∞o 1郎 o1∞.0 ~∞ o 
表-6 1人の幼児の明るさ指向 要一7 関空間選択~
2 44.8 
。 6.6 1 I 1
3.8 
計 I1∞.0 
<位 置>
点Pから各空間の人口までが閑距離にあるかをチェッ
クするために.Pを中心lζ同を俗き，その範囲内iζ空間の
入口のないものについては.空間の選択E容が非常に悪く
なっているので，位置として態条件下!C置かれていると
いえる。しかし，円からはずれていない左端にある空間
も極度に選択事が怒くなっている。その原因としては，
横!C柱形があったこと.~聞を見せて歩いた際.最後に
なり.幼児がその方向に背を向けた状線にあったζと，
山口が右織にあったのでそちらの方lζ気をとられていた
ζと号事が考えられる。従って，空間の入口が円からはず
れた位置と，配列の左織は.位置として他より葱条件下
にあったと克江される。
表-7より，1人の幼児が同空間を選択した回数をCI
べると， 5回の実験中4回以上岡空間を選択した者は
17.2形あり. 2才6ヶ月以上に限定されている所から，
2才6ヶ月を境として周空間指向の有無とl玄関係なし
空間を理解する程度がかなり異っていると恩われる。そ
乙で，同一IC級って考える乙とが出来ないので. 2つの
ランクに分けて各今検討してみた。
i ) 2才6ヶ月未満
表-8より，明るい方の選奴回数も暗い方の選択回数
も特IC多くなっていないので，明るさに影響されていな
い。注意力の及ぶ視野が狭いため，位置による彫轡が額
表-8 ランク別明るさ指向
明るい空間選択率
音量 ~6:t未昨 6才以
暗い空間選択$
o % 。
18. 2 15. 8 4 9.1 
3 18.2 52.6 3 18.2 
2 27.2 15.8 2 18.2 
1 18.2 15.8 1 45.4 。 18.2 。。 。
計 I1∞.0 1∞.0 針 I1∞.0 
5.3 
?
?
?
若手IC表われている。 表-9より空間指向をみると，選択
率はドミ|が最も高くなっている。 即ちその特徴的な要素
一一函に凹凸のある狭い迷路的な空間一ーを好む傾向が
あると考えられる。しかし.実験毎IC各空間内を連れて
( 4 ) 
北浦 :幼児の空間 -103-
表-9 ランク別空間指向
配置I A I B I C I D I E I 計
空間 !主宰 |も611主宰 lZ61 1皇宮 |も61I主宰 |も611主宰 |弘61I主宰 |も61
m l幻判部91 37.5 1 11.8い1.1I 11.8 I 0 い1・11 0 1 5.5 
小 | _0 ~I~_O_I_O_I_O一也土I~乙|三土I~土
「ヨ|ぉ4い1・1I引いは!ぉ3I 47.1 I 'l:l.2 1ω |部 o1ぉoI 
q> I 18. 2|ω4 I 25.0 I 58.8 I 3.3 I 29.3 I 18.2 J 16.7 Iロ5I 45.0 I 
答ナシ118.2ロτ 1-0- 117τ同7同工円J円司1Z7円一
計 11∞oい∞.011郎 o11叫 o11跡。い∞・o11∞.0い∞・o11∞o 11∞o i 1∞o 11∞・0
まわり，各4の空簡を認識させたにもかかわらず，年少
児では空間の記憶がまだ浅薄なため，選択の際，記憶さ
れた各空間のつながりの方主主視覚的K強〈訴え，全体を
つながった一つの空間としてうけとっている面がみられ
た。
i) 2才6ヶ月以よ
表-8より.iF音い方の選択E鮮のピークが少い方Iとやや
かたより，明るい方のピークがやや多い方にかたよって
いるので，明るさに少し影響をうけていると考えられ
る。年少児よりも視野は広がって来たが，まだ位置によ
る影響はみられる。
空間の選択率はく"4>が般も多く，次いでド司の般になっ
ている。くす〉の空間は，燈商IC変化があり，他IC比べて
広がりを感じさせる。しかも実験の際，護の制約から5回
中4回も明るい位置におかれていた。「宝l'ま先1ζ迩ベた
ように後維な空間構成である。以上の乙とから年少児と
問機，複雑な空間構成を好むが，年長児になると，それ
に加えてある広がりを要求するようになるといえる。
関空間を4回以上選択した空間指向の強い幼児につい
て，保母の日常観察によるその性賓との関係を検討して
みたと乙ろ，直接的には，選択した空間の性状との相関
はほとんど見られなかった。しかし，空間指向を強く示
した5人中4人は共通して非常に敏感な性絡であったと
言え，それが他の幼児よりも早く空間指向を示した原因
とみられる。
以上，幼児の空間認訟に対する発達の過程を考えてみ
ると.nまうJという彼自在の完成の時期である8ヶ月頃に
は精神的機~の発達も加わって，自由IC動きたいという
要求が顕著にあらわれる。12ヶ月では f歩くJという後
能の完成I!:より， さらに広い行動範図を要求するように
江る。そ乙で綴qな形をとって間接的lζ空間に対する要
求が生じてくるととになる。例えばベピーベットやベピ
( 5 ) 
ーサークJレ等をいやがる現象にそれがみられる。空筒-
3次元の理解と，図形ー2次元の理解に関しては図形の
認識が先行し，一般的1C1才8ヶ月頃で理解されるよう
になる。空間の理解 (識別)Iζ関しては，やや遅れ.2才
0ヶ月頃となっている。乙の時期には図形の大小の判男1)
も可能となり. 2才6ヶ月頃で具体的な空間の指向が現
われてくる。又さらに，幼児自身が空間lζ対する要求や表
現をする時期は，調査結巣より3才0ヶ月頃だといえる。
1. R.Cアパ トーにおける幼児の生活と住空間
い.生活調査の糠要
幼児の具体的な空間』ζ対する反応は実験によって得ら
れた。しかし，住空聞における幼児を捕える場合，幼児
の生活，即ちそのすべてである遊びをも明確に把握し，幼
児の生活と住空間との関係を具体約IC往生活上から，平
商務成上iとはねかえして検討しておく必要がある。認査
対象としては，千隻ニュー タウンの同一平面型の公社R
C. アペー トに住む幼児 ( 0~ 6才まで)を無作為IC290
人選び S.43年 9 月中旬tζ謁査票をi配り.~間後IC回
収した。内容の不備なものを除さ，お8$を資料として
篠周した。調査対象の援要を表ー10-121ζ示す。調査察
表ー10幼児の年令別男女比
男人 | 女人 |不明 | 計人
0才 5 14 。 19 
1才 14 20 2 36 
2才 'l:l 17 2 46 
3才 19 お(2) 。 42 ( 2) 
4才 'l:l (13) 幻 (9) ト十 49 (22) 
以5才上 21 (21) 25 (21) 46 (42) 
計|ロ3(34) I 120 (32) I 5 I 238 (66) 
• 
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事量
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
I専 門 的、技 術 的 20 8.4 
一E管 理 的 15 6.3 
E 事 務 的 1田 81.0 
W 駁 禿 的 l 0.4 
V農 林 漁 業 。 。
¥1採 鉱 採 石 。 。
iI単 純 労 働 者 。 。一頂速 鎗 通 信 。 。
E サ ピ 的 2 0.8 一 ス
X不 明 7 2.9 
針 沼8' 99.8 
24÷|子トト1+1必
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lま住宅における幼児の生活(生活時間，遊び，玩具，遊
び空間)及び.肉体的精神的発達に伴う諸婆求と住空間
との関連を捕えるととを目的として作成した。
i 2.生活時間
住宅内における幼児の生活は.I!民る，食べる等の生理
的行為と遊びに大別されるが，幼児にとって織能1ζ倹を
もたらす活動はすべて遊びであるともいわれている。幼
児の生活は遊びそのものであるともいえる。そこで，幼
児の生活行為を，睡眠，食事，入浴i遊び 〈室内 ・外)
等Iζ分類し，夏期における標準的な一日の生活時簡を調
べてみた。(袋一13)その結果を年令別にまとめると，
包-4の稼になる。 ζの結果からもわかるように，起き
ている時間中 「遊びJの占める時間の割合は，1才児で
は58.2%であるが，それが年令が僧加する毎に漸時時草加
し. 4才児では60%，5才児では幼稚園での時間も遊び
とみなせば75.9~ぢをも占めている。
S 3.遊びの分析
1.遊びの分類
幼児の生活における遊びの占める位置の重要性につい
て前述したが，そのように大きな比重を占めている遊び
と住空間の関係を知るために様々な函からの分類を試み
てみた。
① 幼児の成長発達lEi半う遊びの分類法1)
1.機能的遊び或いは実践の遊び (0...2才)
機能的快楽のためにただ実践するのみ。
言語以前の時期の遊び。
2.象徴的遊び (2-. 7才〉
乙とばの組織的獲得と共IC新しいルーディ γク象
徴の全シリーズが出現する。
3. )レールのある遊び
自発的規則性(習慣)の上IC少くとも2人の個人
を予想する義務のアイデアがある。
③ 遊びの中}ζ含まれる心の働きを中心として量産び方の
積類とその発達をみていく分類法81
1.心的働きからみた遊びの種類
i;t 2;，ヲf 5" 
• 
。 斗宣
-・
. . 
d賞、、 ・宮崎 ¥. 1. 随時 、
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図-4 幼児の生活バターン
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北浦:幼児の空間
表-13!t 活時間
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袋一13生活時 間 ② 
~ 才5以上 2 1 。~ 才5以上 4 3 2 1 。才才 才 才 才 才 才 才 才 才
す る 3 15 19 35 29 E3 _1_~ー 。。1 1 時しない 43 30 32 5 7 。。。。1 1 
AV 一
12:00 1 。 タ 8:3C 。。。。。~一
~ 1 間 ~盟 2 1 3 2 。。
昼
時 10 9:15 。 。。。。
7 7 15分 。。。。1 1 トー 一一一
10 8 所 30 16 20 14 8 9 5 トー 一一ー
2 。 要 45 3 6 6 5 。4 
食 時4 。 60 24 16 24 6・
間 。2 関 75 。。1 1 _O_I-L 
2 90 1 2 1 。2 。
5:0( 1 |入浴→ 睡闘 32 25 26 16 19 8 
1-魁 2 入浴→遊U 4 11 7 13 7 1 一 入
所|孟 1 
入浴しない 3 4 1 8 _1_1-1ー寝
要 10 4 
入書室→その他 7 5 7 3 I-L 5 
E寺 9 16 所1-主国 。4 。I--Q_ 4 w-
3 。 要 30 お 24 31 26 μL 間l主笠 Lヱー 4 浴 時 。4 3 。。
3 3 2 間 60 6 9 4 6 3 2 
食べる 36 35 30 19 怜間不明 。。2 。1 。
食べない 8 10 11 21 11 行っている 42 / PE 2:∞ 9 6 。。。 4 つEお 時 2:30 12 2 1 1 1 
3:00 12 14 24 8 10 登 8:0C 6 
や 3:30 2 6 2 4 幼 国 は主 1 / 3:45 。3 。。。 時 18 
つ 間 4:00 。2 2 4 6 6 間
1 。。2 1 9:OC 8 
午 稚。。。。。 内容不咽 2 
後 15分 aM :3{ 
所
1 6 5 11 1 
要 30 27 
25 21 I 16 16 園 短 12:0( 2 
時
。3 9 I 2 1 宅 FH 12:3C 1 
/ 
間 印 6 1 
。
時
2:0( 20 
120 2 。。 。 2:1~ 1 
raa 5;{X 1 。 。2 問 2:3( 9 
タ 時 5:3C 1 4 1 I 1 
1 1 3:()( 6 
6:∞ 19 11 10 I 14 9 。 1 WL 1 1 
金 間 15 18 19 14 12 3 
6:45 。。4 。2 
7:00 7 10 1 9 8 2 
( s ) 
北i市:幼児の笠間
表ー13生活待問
5以
才上
限
??
睡
?
??
(注)生活ーバターンを作る際tこt喜朗した人数分布の項目を
太字で示す。
& 感覚遊銭 (感覚を1かせる乙とが楽しみをよび
起すような遊び)
b.運動遊jl(手足や身体の運動が楽しみをもたら
す遊び)
c.想像道lft(局関の生活を穣倣して動き活動する
乙とによって楽しむどっζ遊び〉
d.受容遊戯(受身になゥてうけとる遊び)
e.織成遊戯(組み立てたり創り出したりする遊び)
2.経過からみた遊び
3.未分化的量産び 〈その渇に応じて定まった方向li
なく次々に変っていく遊び)
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③ b.累積的遊び (次々に変っていくが一定の方針
がない。しかし来分化的遊びより
やや長く続き，まとまっている)
c.連続的遊び (大体まとまっているが，所々繊
滋にそれる)
d.完全lζ一つの遊びとしてまとまっているもの
③遊び道具を中心にみていく分類法
1.定型玩具(定まった裂で使い方が限られているも
の)
2.粗材玩具 (粗材のみが与えられていてその生かし
方は子供の工夫と;filJ案によるもの)
3.逮搬玩具 (移動させるととに玩具の本来の目的が
あるもの)
4.模倣玩具 〈どっ乙通産び中心になるようなもの)
①選びに要する空間の広さ及び幼児の動きを中心IC遊
びの運動量による分類法制
1.動的遊び
音楽的な遊び，意<<t，体育約な遊l1etc.
2.中間的な遊び
校倣選び，剣道ぴ，楽曇遊び，建設遊び玩具遊び，
砂遊び，動範物の観察，手伝い etc.
3.静的伝送び
音楽.右おし，紙芝居，絵かき，製作，組み立て
自然観察 etc.
以上の織に遊びの分類法は鎌身あるが，運動量を基織
とする方法が，幼児の遊びゃ玩具の調査を住空間計画に
はねかえすのに適していると考えられるので，以後乙の
分類法に従って遊びを考えていきたい。
2.通産びと道具
R.C.アペートにおける室内をφ心としたある一日の
幼児の量産び 〈継続時間約15分以上のもの)を認べてみる
と.表-14の縫になった。乙乙で各年令において20%以
上の者によって行われている遊びを，その年令における
一般的な量生びとみなす乙とにする。
一方.幼児の所有する遊具からその遊びの種類を想定
する乙ともできる。そ乙で，幼児の所有する遊具を翁ぺ
各年令の30労以上の幼児が所有している遊具をその年令
の一般的遊具と考え，所有者中，特にそれを好んでいる
者が20%以上ある遊具をその年令庖において好まれる遊
具と考え「趣好率jとした。 表-151c遊具の所有率と慾
好2停を示す。
以上の結果から，遊びについては2-5才以上まで共
通して rT.V.を見るJr絵本を見るJr積木遊びjが
そろって優位を占めており， rT. V.を見るjが圧倒的
( 9 ) 
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屋外中心の動的遊具が好まれだしている。 0"-'1才では
やはり動的遊具でも，室内で使用するようなものが多
1:トップを占めている。好まれる遊具については「絵本」
「積木Jr人形Jr乗物玩具Jr"'<ゴト道具」等が，
年令Ir関係なく一般的なものとしてあげられる。しかし
2才以上になると「自動車Jr三輪車Jr自転車」等の
い。
3.遊び空間
表-14 R. C.アペートにおける幼児の遊び
よそ位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 
オ も 書iま てつ手を 絵 も 外
~ 
引き 歩 魚 ピ ア ポて〉 ツ てコ逝 モ の み 本 の ト fこ 戸イ丁 ア レチ
子障
い 歩くいひ を 出 を ノヤ 木 を 宅子 で し、 し 器 を ビ Jレ
0才 む、 回
む、 て 号| み 立 む、 で み L、 を
び じ じ 絞り
じ
もり
み 』ま ち 歩
じり 歩 じ み
遊
り り る り る る る 上 き く る る る ぴる
5記位 5126.*1. *5. 815. 81吋10.5110叩515.35.3 5. 31 5. 31 5. 31 
逝
玩 絵 も 積 外テ "51 ボ ワゴ車を 首 下りり子椅ソ 7 マ
レ落ソプ も 電
害読ん ったい
砂 は 歩 定
具 本 の レ き出し 五、
コ lラ の 話 り木 を ビ ンひ |ン を あ いきし、 を L、 ノレ
動をかいたり
り フ ド書コ ご ま
1才 遊 みを
すを出
アゴ を・ 投 で そ 回回
び じ み じ み 遊 体 の 間くき シl 
げ つ も歩
り る り ぴ るる ぴ す 操 上 ト る 乙 りき び るるつ
% ~8.*8.31臼 O36.0 16巾814.*4. 611. 11中18. 31 8. 31 8. 31 8. 31 8. 31 5. 61 5. 61 5. 6 
プ 絵 てコ 玩 自 て7 絵 ど 示、 レ 歌 自 オ で ね 楽 71< 定 砂 と
遊レ 本 み 動 て〉 コ 動 モ ん 器 輪 出しさ すζ もっ ぴピ 具
て7 こ Jレ を 車 チ ぐ こ 車 り あ い出し
を を 木 車
捕 あ あ
ド Ir: ヤ り あ 遊 i乙 は2才 遊 コ を 歌 い ろ 回 そ れの
ぴみ み 遊 遊 "e そ 聞く
の じ 返 そ (}) 昧中 乙つ
ね
る る ぴ び び ト き び ぴ つ る り り ぷ ぴ ぴ る る ぴ る
%152.2 47.8 45. 7 34.8 23.9 17.4117. 4 15.2 10.8 8.7 8. 7 8.7 8.7 8. 7 6. 516. ~ 6.5 6.5 
ア 本 積 玩 絵 -マ 自 電 歌 レ ゲ 折 砂 ぬ 落 人 ボ 野 お 線 Jk 定 フ
|遊 レ 木 具 動 車 を コ 形 し 路 り 7 
ピ を -マ 紙 あ ンあ あ 描 車 ど つ ド ム り 害ー ど Jレ や あ 遊 ま コ
3才 を み そ そ
コ. 
遊 た を 遊 色紙
そ 遊 そ わ r: '? -っ ~ ぴ み 聞く のQ る び ぴ き ト ぴ ζ つ び び 絵 き 乙 ぴ 球 り び び る る
%同.0 35.8 別 19.01 9.51 7. 2 7.21 7.21 7.2 4. 81 4. 81 4. 81 4. 81 4. 8 2. 41 2.41 2.41 2. 41 2. 41 2.41 2. 4 
ア 本 積 絵 竺7 玩 折 人 と 電 お 怪 総 レ 線す おボピ 一 ぬ
遊レ
母んさ
コ 路も 庖 1 ア 輸を 木 具 形 ぴ 車 獣 土 警ぁピ 'マ あっ 屋 Jレノ 車あ 摘 あ ご lま ど ど ド り
4才 を み コ. ど 遊 を ご どあを でぺ，ご iと
びみ そ そ 戸コ ね つ て3 さ~ っそ ひ も のつ
りぴる る び き ト ぴ 紙 乙 る 乙 乙 乙 び く ぴこ 乙ぴく つ る 絵
196 34.6 30.7 30.7 同3116.3112.2 10.2 6. 1 6. 1 6. 1 6.1 4.1バ2.012.01刈2420iu 2.0 
ア 積 玩 本 絵 絵 折 お 電 ンピ 歌 お お 粘 レ 体 人 ゲ 旅 戦 電 動 水
遊レ 木 具 を本 し 車をアを 庖
母 土 コ 形 ff 争 話
ピ 紙 ひノ 屋 さ 1. 物
5才 を
あ あ を 摘 や ごく・う ど ん あ ド と あ
ど ど ど 遊
読 み
( 
っオた ど を 観以上 そ そ 切紙 '"・、 そ 子コぴみ Jレ マ~ つ 聞く そ
'コ ずコ マコ
る ぴ び むる き ) り 乙ガ|う 乙 ζ び 操 乙 び 乙 こ 乙 察 び
姥1.2134・ *0.~14.~叫12.2キ|卜1叫o.81 8. 71 8. 71 6.51 6. 51 4. 41 4.~. 4. 41 4. 41 4. 41 4. 41 4れ212.2[ 2. 21 2れ2
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調査したR.C.アペートの平面を図-511:示す。乙乙に
おいて幼児のよく遊ぶ空間を調べてみると表ー16のよう
になる。又表ー17にその空間の使われ方を示す。遊び空
聞については， 0才では動きがあまり激しくないのでや
はり寝室中心となり， 2才頃までは主婦室とか食事室と
かいうような，常に母親の自のある所で遊ぶ傾向があ
る。 3才以上lとなると母親の位置とはあまり関係なし
子供室とか居間のような幼児に与えられた空間あるい
は，ある程度広がりをもった自由な空間で遊ぶ
傾向がめだっている。
241251ぉ1271281291羽:31 1321ぉ1341351ぉ137
71< 降 か 治司
子 く の母 の
遊 新 れ
り さ 中 車|
|濁 どさ lζ 』と
l~主 ん つつ 入 の
び り lま 乙乙 る る
客お
a怪 ピ お
獣 ス 者医さ ト
ん ど Jレ さ
ど ど ん
'つ ζ 
つ つ
乙 こ ζ 弓〉乙
2.412・412.412.41
お 歌 チヤ
し を ン
や つ
，、3込、
フ
f、一- fこ ど
り つ
つ
乙 i
2.0 2.012.0: 
て7 砂シ か ボ 主、
本読んを
人 来
て7 あ ヤ く 去、 形 物
ポ れ ノレ け で を あコe そ ン ん 遊 あ
つもり
作 そ
ト ぴ玉 iま び し、 る び
21叫2.212・212.212・212. 21 2. 21 2. 21 
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図-5 R. C アパート平面図
H.成長に伴う住空間への絡要求
1.運動機能の発達による要求
幼児の肉体的精神的成長により生じてくる空
間1:対する要求として，まず最初にベビーベγ
卜やベーサークル等を嫌がったり，机やベビー
ベットの下に入って遊びたがったりする現象が
みられる。そζで，その時期や理由を母親にア
ンケート調査で求めてみたのが表18--19であ
る、
ベビーベットは82.4%もの家庭で使用されて
おり，幼児を遊ばせる場所としても利用されて
いる。しかし，ある時期になるとほとんどの者
が嫌がり出す。その時期は「はう」という機能
の完成する 8ヶ月頃で，その理由も「自由1:動
けないJというのが半数を占めており， rその
広さを2倍にしても聞いがあるので嫌がるだろ
う」という結果が出ている。 ζれは自分の意志
のまま自由1:動きまわりたいという要求が顕著
になり，狭いということ，固いがあるという ζ
とにより拘束性を感じ始めるからであろうと恩
われる。
ベビーサークルは，より大きいスペースを必
要とするので，使用率は42.9%と低くなってい
る。 しかしベビーベットより少し広いので時期
~1l0ー 住 居 学
、 所有幼児数
表ー15 遊具の所有率と趣好率 太字 好まれる遊具 所有率=年令il'J幼児総数 Xl∞
年令 岡位 1 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
オ ガ 動 fミ 人 絵 オ ポ 積 た 7.k 粂 "<' 卓 木 ソ 嵐 く Ii 
押車引舎し
カ 色 ピ
モ 物 J" 遊 物 上
ス
ス7 ロ タチ 7 る ゴ し、 ピ す め
ヤ 玩 び 玩 コ J、t ネ トア
0才 名
明J
ス 具 ま 形 本 J" Jν 木 乙 具 具 ト ノ 琴 てJ 車 玉 絵 車 ト 紙 2レ
l菅μ*8.9r3・中 *2 特~31.5 15.8 15.810恥*0和510.5 10.5 5. ~ s.31 5.31 5.31 5.~ 5. 3 
f趣率好18.8 6.2 。10.0 。同・ ~ 0 。50.0 。。 。10 10 1∞.C 。
オ ボ 絵 動 積 水 砂 お ガ 乗 ?こ 押 一 そ まハ 電 卓 フ 木 風 オ レク
モ 物 し し ま l 上 Jレ
ノマレ
遊 遊 プ 物 ろ スョ|
チ や b、 車 '‘ モ ピ
.ノ コ ン{
ヤ 玩 ぴ ぴ 主 ガ 玩 ヲl lま ど ー ア . 
1才 名
J" 本 呉 2ド 具 具 り 7 具 乙 E匝 E区 ん 話 / Jマ 若手 車 ノレ ク
警ト5% 494 4邸中 ~75.*9 司船 8ド1. 2~1. 2ド7.3防物4ぉ4拡 430.5 幻キ7. ~幻自 同q22.2~7.8 
警ド~ぉ ~14.719. 717. *6. 51 0 。!ls.0 13. ~23 和 o15.41叫 010 2吋ot2和d
オ絵 積 砂 ポ 動 乗三人 色 ピ ー縛 タ息|そお ハ木|自 カ給
モ 遊 物 物 ス おマ しン上 、q し 1 3 
チ l 繍 ハ や モ勤役
ヤ び玩 玩 ト ン ゴ リピ ば ぷ ー ネ
2才 名 ヨド木 具 JI 呉及率形紙 ル ク ト 主会事主ElY 7んり カー 琴 車 ヲトげ
瞳ド料4914飽和
一 圏全2132.610. 0 26.8 10.0 ω，. ~ぉ 613叫1・ ~12.51w・ 8同4山 。。お. ~
ォ 絵三積 ポ レク 齢、動 色 水 象人 ぬ マ 虫 ピ カ は ノ、 f乙 木 輪 車
モ ノマレ 遊 物 遊 物 取 ス 上マ
チ 事責 スヨ り
ゴ りト
Jレ め モ b、 投 ピ
ヤ
〉ノび 玩 び 玩
3才 名本草 木
. 道 ア
Jレ ク 具 兵紙具 異 形 絵 ト 具 Jレ タ 絵 カ 乙 琴 げ/
警幹事中和~95.5þo・ 4田・ 51白半1.~7S.*4 ゆ 1除ゆが 3弘和やか.2154やかo
趣率好問中7.5炉o15.01刈13.18. ~11. 4 o 134.がo3・ ~32. ~ 7. ~11.11 幻;20.01 4.21 0 14.31 0 19.5 
オ 積 絵 レク ボ 色 砂 動 水 ぬ . 虫 一 自 マ カ ピ 人 粘 1;1 ノ、 木 す孟
モ 1<レ 遊 物 遊
り
物 取 モ わスヨ マ スチ ン り .歯 動 Jレ めヤ び 玩 び 務 進 ゴ ト と
4才 名
. 
木 本 ク Jレ 紙 具 具 呉 絵1"異 E巨 車 ト タ Jレ 形 土 絵 カ 琴 び
際ド 3除ゆ q91か
時F29.2 29.~払~13・ 3115か~11 伽 0117・恥 ~14. 3回2. ~幻 2129. 4 叫 o131 キ1. ~ロ~ 6.513.~ 7.4 
オ 積 絵 色 ポ レク 粘 水 砂
-才 人 ぬ虫 な カ 一 z尊 カ 動 ノ、 自 た ピ1<レ 取 上 スモ スヨ 遊 遊 .マ わ タ 物 ス
， チ ‘ ノ りり Jレ 輸 ピ ネ モ 転
し、
ヤ ぴ ぴ コ
. 
と 玩 ト5才 名
. 道 ア ‘:1 
以 上 木 本 紙 Jレ ク 土 具 具 ト 形 絵|具 び タ 王事 ノ ト 具 カ • 乙 Jレ奇雪降2キ0.*6.1ド6.11日中9.6167.463.0 61.0 降1.~臼郎幹 d56.5 弘司52.2日O!SO.0~7. *7. *1. *9. 2 
~ー明18・一件i竺也120.612. ~ 0 包 2111坐-坐4 7.714. ~ 4. 11_<J_J3.01!j竺olo15.5 
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カ
は少し遅れるが，やはり12ヶ月頃には狭いとい
う理由で嫌がり始めている。乙れは[歩くjと
いう織能の発達する12ヶ月頃と一致しており，
より自由に動きまわりたいため，より広い行動
範囲を要求し始めるからであろう。乙の時期か
ら空間lζ対する何らかの要求が生れてくるとい
えるのではなかろうか。
机やベピーベットの下tζ入りたがる現象は幼
児の半数以上にみられ，その時期も8ヶ月..1
才頃と， 2才頃の2回にみられる。最初の8.. 
12ヶ月頃は机やベットの下を一つの空間とみて
いるらししそζで玩具をもって遊んでいる。
2回目の2才頃ではそれを遊具の一種に利用し
て遊んでいる。
2.幼児の空間表現
表-20に空間表現lζ関する調査結果を示す。
幼児の空間表現で一番多いのが室の広さ狭さに
関するζ とで，それは大きい小さいで表現され
ている場合もある。 3才までには半数以上の幼
児が何らかの機会に室の大きさに関して意志表
示しており，遊んでいる時lζ狭いといっている
のが般も多くなっている。 3才以上になると他
との比較において，例えば友達の家と自分の家，
6帖と 4.5帖というように具体的に述べるよう
になる。又家具を取り除いて欲しいとか広い釜
を子供室にして欲しいというような室の要求を
もする織になってくる。
3. .の立場からの要家
幼児の成長Iと伴う懇の現在の住空間IC対する
不溺，要求の主なものを求めると表-21のよう
になった。殺の立場からは幼児の空間そのもの
についての要求は少く，幼児の空間との関速に
よる他重量の不讃 ・欲求となっている。各年令を
通じていえる乙とは「綾子のプライパシーの保
てる室が欲しい」 という事と， r子供の玩具そ
の他の物入れが欲しいjというこ点が圧倒的で
あった。子供室への要求としては. 1才以上に
なると家具のない広く自由IL遊べる10佑位の室
が欲しいという窓見が多かった。 0才では，や
はり親の自の届く所に子供室が欲しいという要
求が多くなっていた。構造，仕上げ面では天井，
床等の防普及び震動防止の要求が著しかった。
Jv 
-112ー 住 月'
?
主拾三きt: 1 I 2 I 3 I 4 I不 明 |計
三|干|岩手|ま巨間三l芽比|す7
三17l訓告吉田王国語
表-17幼児のよく遊ぶ空間の性格 (用途〉
有五一一一三土I0 才 I1 才 I2 才 I3 才
夫 婦 (子 供)寝 室 15人 79.% 0人 096 1人 2.0% 0人 0% 0人 0% 
12O7人lげ4o730 m
ト一一一一
居間兼(子供)夫婦寝室 3 15.7 。。。。。。。。
ト一一一一 一子 供 室 。。。。1 24.4 10 23.8 19 38.8 
ト一一一一 一 ト一一一一一ー居 間 。。。。7 15.7 16 38.1 9 18.1 10 21.8 
一 ト一一一 一 ト一一一一一一
食 事 釜 。。笥 制.0 1 2-0 。。。。。。
ト一一一一
主 溺 室 。。。。16 35.0 2 4.8 14 28.2 2 4.3 
一 ト一一一一 一 一タト 用 室 。。。。2 3.9 7 16.7 2 4.1 4 8. 7 
一居ー間兼.用組母 室 。。1 30.6 。。。。1 2.0 。。
祖
卜一一一ー 一 同一ーーーー母 (淑 母) 室 。。。。3 6.5 。。1 2-0 。。
一 一 一 一書 斉(主人仕事室) 。。。。1 2.0 3 7.2 1 2.0 5 10.9 
応 接 間〈客 関) 。。。。1 2-0 4 9.4 。。2 4.3 
一
不 明 1 5.2 2 5.4 3 6.5 。。2 4.1 4 8. 7 
計 必 1∞・0142 1肌 O 46 1∞.0 
表-18 ベビーベッ ト，ベビーサーJ叫ζ関する調査
①使用経験の有無
有 無 不 明 計
ベビーサーク Jレ
1∞.0% 
1∞.。
ベピーベット
( 14 ) 
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嫌がり出した理由
~、 固いが束性あっI越囲』といえなを乗りう げ自由!C動 その他 I(記不入な明し)t長 L、て拘じ を るよ わからない 計感る った ない
ベピー ベフ ト 23.1% 23.6 。 48.8 HL 0.9 1.8 1ω.0% ベピーサー クル 44.4 21.6 16.1 。 2.5 。 1∞.0 
③ 
ベビーベットの広さを2倍Iとするとどうなるか
?????? ?? ???????-鶴屋が狭
くなる
???????
?
? ???
?
?
?ょ??
??????? ?????
?
① 
8.8 
ベピーサークルを鐙いた室
不
⑤ 
???
6.7 
① ベピーサークルはどの位の広さがあれば良いか
日明21 3 1 4.5 1 6 1 8 1 101不明
U%119.3113・51 :9.6I 7.71 7・71日|ぉ4
お.656. 8~ぢ
「机やベットの下に入りたがったかJIC関する絹査表-19
その有無
| 無 |不明 |
5 
計有
① 
@そ の 時期
ω 15161718191い101同川u叶1オ1 創21い川3パr41ド川5付161ド川7ぺ181川9咋h同4中伽11
0 
????
??
?
っ?
? ?? 。??、? ? ????計明
3.8~ぢ { 6人)
不他
8. 3免~ (13人}
のそ
1側勝(157人}
空間表現に関する鑓査
( 15 ) 
表-20
室の大小IC関
する意志表示
期
時
-114- 住 居 学
表-21 幼児の成長に伴う親の不泊要求
内 ?2< 骨
-子供f$屋として使用するのに南向きで畳敷きの節度がほしい.
0才|・子供が台所や風呂場に行きやすいために目が欽せない。
1才
・77が見えなくなると子供が泣くので子供部屋は常iζ母叙から見える位置にほしい。
-子供の成長とともに方署物が増し物置が必要である。
・ベランダの巾が，あと日aでもあれば子供がゆったりと遊べると思う。
.銀子で入浴するには狭くなった。
-・現在の開放的間取りでは1つの部屋をちらかし出すと各節度におもちゃ等をひっぱっていき家全体がちらかっ
てしまう。
ぃ子供がのびのと遊べるように子供釜には子供の遊具以外のものは怪きたくないが子供の成長とともに物がふえ
るのでそれをしてやれない。
・綾子間のプライパシーが保てる郡震がほしい，ふすまの間仕切りでなくドアーであればと思う。
・ ~，パルコニーの手すりの下のさくの間隔が狭ければ子供が玩具を蕗とすζとがない。
・板の間が2悶のため敷居が上っていて子供がつまづいて乙ろぷ。
-狭いので(一部屋が)車を押したりひいたりしてのびのび遊ばせるととができない。部屋数が一つ減ってもよ
いから8.10鮎くらいの広い部屋がひとつほしい。
.不婆な玩具の物置がほしい。
2才 |・家財何も置かず玩具だけをおいて広〈遊べる組を作ってやりたい。
・子供が自由iζ入れないように一部屋.-$屋を独立させてほしい。
3才|
・子供はとんだりはねたりするもので高い所(椅子，机の上)からとびおりる時期などは階下tζ響いて苦情が出
る。そ ζで天井を高くするとか，厚くするとかして工夫してほしい。
・現在子供室iζ使用している南向きの部屋が板の間で，カーペットをしいても糞冬ともなれば冷え込もきびしく
子供室としての周をなさないと思う。
I .玄関のスチーJVのドアは堅牢でよいが子供がl人で出入りするようになると鎗をはさみはしないかと必配する
い窓のさくをもっと，細かくしてほしい。
い子供が子供室で充分遊べるには8帖くらいの部震が必要と思うのにない。
4才 l
I .子供の成長につれてプライパシーのある都昼がほしいのに間仕切りがふすまではプライパシーの"保ができな
い。
-子供の成長にしたがって物がふえるので半鈷ほどの物入れがほしい.
5才 I.子供がはね回って遊ぶようになると，できれば一室には全く窓兵をおかずにのびのびと量産iましてやりたいが，
以上 せまくてそれができないe
IV.鎗鎗
引.ヨド研究の成果
l幼児の空間2君"と要家についての分析
幼児の空間認訟に対する発達の返程を考えてみると「
はうJという機能の完成の時期である8ヶ月頃には締神
的織能の発達も加わって自由に動きたいという要求が顕
著IC現われ>12ヶ月頃では 「歩<Jという織能の完成に
より，さらに広い行動車E簡を要求するようになる。そ乙
で.様身な形をとって間後的に空間tζ対する要求が生じ
てくる ζとになる。例えばベピーベフトやサークル等を
銀がる現象にそれがみられる。笠間 (3次元)の理解と
図形 (2次元)の理解に関しては図形の認識が先行し.
( 16 ) 
一般的1(1才8ヶ月で理解されるようになる。空間の理
解(Wl~)に関してはやや還れ， 2才0ヶ月頃となって
いる。乙の時期には図形の大小のtlJ516も可能となり，実
験の結果から2才6ヶ月で具体的な空間のt摘が現われ
てくる。又.幼児島身が空間に対する要求や表現をする
時期t玄関査によれば3才0ヶ月頃だといえる。
2.幼児の遊びと遊び空間の把建
R. C.アペートの室内における幼児の遊びの主なもの
としては rT.V.をみるJr絵本をみるJr積木量産ぴJ
「玩具遊びJr'77 ゴトj等があげられる。又， 玩具か
ら遊びをみてみると，好まれる玩具として，r絵本Jr積
水Jr乗物玩具Jrクレヨン ・クレパスJrママゴト道
北告書幼児の空間 -115-
兵Jr人形J等があげられ，玩具と量産びが一致しており
室内では玩具による遊びが中心になっている。しかし，
O. 1才を除けば各年令婦において rT.V.をみる」が
遊びのト ップを占めている。
又，遊具の傾向としては. 0...1才では屋内で使用す
るような動的遊具が多く， 2才以上!となると f自動車J
「三輪車Jr自転車j等の屋外中心の動的遊具が好まれ
ている。 一方，遊び空間をみると.2才頃までは主婦室
とか食事室というような常r::母親の自のある所で遊んで
いる。 3才以上になると母級の位置とは関係なし子供
室とか居間のような幼児に与えられた空間， 或いはある
程度の広がりをもった空間で遊ぶ傾向が出ている。
i 2.本研究の問題点と今後の発展
l 事u砲の空間知覚の解明について
空間鍛別及び要求の時期については一応解明できたが
自の見え始めた乳児がいつ頃から周聞の空簡を知覚し始
めるかは解明できていない。即ち.透明な保育箱等の中
で視覚的にさえぎられていなくても，何らかの空間的な
拘束を感じ. 不快KI~じる 11寺期があるとすれば， いつ頃
か，等についても実験によって求めたいと思う。
2.幼児の指向する空間織成と柱状について
幼児の指向する箆空間の形状の一郎の婆紫については
求めたが，天井高，床高，墜の凹凸.{'也室との関連.具
体的な内装材料，色，明るさ，テクスチャー，等々の性
状について，どの綴なものが適するか詳細に検討，追求
する必要がある。
3.子供空間のパターン分1の低み
子供空間を考える場合 「成長jという要素を該きに考
える乙とは不可能である。 公営，公団アパー トや量~住
宅の子供空間計図の基礎資料とするためκも実態調査を
( 17) 
行い.その家族機成と子供の成長過程とを明確に把鍾し.
兵霊的な家族1rHζ分類するととによって，子供空間のあ
り方をさぐり，バターン分けしてみたい患う。又，子供
空間における屋外 〈彪〉との関連をも翁えてみる必要が
あると思う。
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